
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日  平成 30年 11 月 27 日                    

都市名・国  長崎市・日本                    

 

取組の名称 「第６回核兵器廃絶-地球市民集会ナガサキ」の開催 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ☑自治体 ☑ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 核兵器廃絶 （例:核兵器廃絶、テロ、暴力など） 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

 「第 6回核兵器廃絶地球市民集会ナガサキ」参加者 

実施場所 
1．平和会館ホール 

2．長崎原爆資料館ホール 

実施期間 平成 30年 11 月 17 日 

取組の概要 

11 月 16 日から 18 日までの３日間、世界の市民・ＮＧＯと長崎県民・市民が連帯し、官民一体

となり、核兵器のない平和な 21 世紀を実現するための国際集会である「第６回核兵器廃絶-地球

市民集会ナガサキ」を５年ぶりに開催した。今回の集会では、核兵器廃絶や被爆の継承に係る分

科会に加え、特別企画として「へいわってどんなこと？」という絵本企画を開催した。 

１．「次世代とつくる核なき世界」分科会 

「次世代とつくる核なき世界」をテーマに若者が運営・企画する分科会を開催した。 
 

（1）目的：若者の核兵器に対する考えを明らかにし、未来の核兵器廃絶へ向けて、より多くの人が

活動に携われるよう、今私たちに求められていることを発見する。 

（2）プログラム 

  ①アンケート結果報告 

日本全国の若者約 1,200 人に核兵器に関する問題についてのアンケート調査結果から見えて

きた核兵器に関する問題への若者の意識を発表。 

②海外・県外ゲストによるパネルディスカッション 

アメリカ・韓国・中国・マレーシアの若者及び国内の若者と核兵器に関する問題、また、平

和活動についての意見交換を行った。 

③会場全員でグループディスカッション 

来場の参加者全員で、既存の「平和活動」に対して、これから先、より多くの人々が関われ

るよう、どんなことをしたいか、どんな工夫が考えられるかを話し合った 

 

2．特別企画「へいわってどんなこと？絵本作家 浜田桂子さんとともに」 

絵本作家 浜田桂子氏と来場者が絵本を通じて平和について考える特別企画を開催した。 

（1）目的：絵本という身近なツールを用い、子どもから大人まで幅広い世代の方々にわかりや

すく、核兵器や平和を考えるきっかけをつくる。 

（2）プログラム 

  ① ミニトーク「核兵器ってどんなもの？」 

    長崎大学核兵器廃絶研究センター広瀬訓副センター長が子供たちに分かりやすく核兵

器の問題について話を行った。 

  ② 講演会「へいわってどんなこと？」 

    絵本作家 浜田桂子氏が日中韓で出版されている「へいわってどんなこと？」の制作

にまつわる話をしながら、来場者と一緒に平和について考えた。 

参加者の反応 

１．「次世代とつくる核なき世界」分科会 

・学生が実施したアンケート調査結果に高い関心を示していた。 

・グループディスカッションは各テーブルで活気ある議論が行われていた。 



2．特別企画「へいわってどんなこと？絵本作家 浜田桂子さんとともに」 

 ・核兵器は「嫌い」「怖い」という気持ちから作られたもので、子どもたちの身近なことから「平

和」をつくれることが伝わった。 

成果 

１．「次世代とつくる核なき世界」分科会 

国内の若者の活動を共有・発信していくための全国組織「ユース・ネットワーク・フォー・ピ

ース」を立ち上げる構想が発表された。 

2．特別企画「へいわってどんなこと？絵本作家 浜田桂子さんとともに」 

 絵本は親子で一緒に平和について考えるいいツールであることが示された。 

課題 

１．「次世代とつくる核なき世界」分科会 

若者による自発的な活動を行政や大学がどのようにして支援していくかが課題。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

 パワーポイント 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   □掲載不可   ☑不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 
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